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札幌地域労組機関紙 

 

札幌地域労組に集結した組合員の皆様、新春のお慶びを申し上げます。執行委員長の柿本清美です。 

１１月末の定期大会も無事終了し、新年度と新年を迎え２０１６年も執行部一同で地域労組を発展させつつ、

民主的な運営に努めていきますので皆様の御協力をお願い致します。 

さて昨年は戦争法案の反対集会やデモが数え切れないほどあり大変多忙な一年でしたが、組合員の皆様にも幾

度となく多くの方に参加して頂きありがとうございます。明らかに憲法違反の法案を参議院で強行採決した場面

のテレビ中継は、昔の７０年安保反対行動を力ずくで抑え込んだ機動隊を思い起させ、独裁国家が民主化要求行

動を武力で排除する姿を連想させます。この法律には幸い様々な分野で反対活動が継続されていますので、札幌

地域労組の各単組・支部に於かれましてもこの法律がいかに危険な法律かを理解して頂き、今までこの活動に参

加されたことのない方々を含めた全組合員に、今まで以上の集会参加をお願いして法制廃止に向け活動して行き

ましょう。 

今年も解雇の金銭解決など労働者保護ルールの改悪が次々と予定されています。この動きをいち早くお知らせ

すると共に、問題点や対策などの情報を提供致しますので、労働者の権利を守り労働条件の維持改善を進めて行

きましょう。 

札幌地域労組では昨年新たに６組合（１組合は既に解散済）が結成され多くの仲間が加わりました。当然の如

く、どの新組合も問題を抱え悩み苦しんでいます。札幌地域労組にはそのような問題を乗り越え、安定した労使

関係を築いてきた単組・支部が有りますので、そのノウハウを持ち寄り解決に向けた協力と争議行為になった場

合の応援をお願いします。 

今年は戦争法制の反対活動、労働者保護ルールの改悪反対活動、そして職場の隣で困っている人の相談活動な

どの範囲を、今までの仲間だけではなく少し離れたところへも広げ、団結してより良い１年として行きましょう。 

何がなんでも戦争法制廃止へ！！ 

2016 新春  

さよなら原発＆さよなら戦争北海道集会 （於）中島公園  ２０１５年１０月１０日  
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全国一般東京東部労働組合機関紙 「東部労働者」から転載 

正社員だった森美菜さん（当時２６歳）が入社２カ月後に過労死した問題で、東部労組の組合員であ

るご両親が、ワタミと当時社長だった渡辺美樹・自民党参院議員ら役員個人を相手取って損害賠償を請

求した裁判は１２月８日、ワタミ側が過労死の責任を全面的に認めて謝罪する旨の和解が成立しまし

た。 

この日の裁判所には渡辺氏自らが出席し、「責任は私にあります」と遺族に対して謝罪しました。 

会社と役員が安全配慮義務をおこたったことの法的責任を認めるほか、和解条項には、①会社と渡辺

氏のホームページに謝罪を掲載すること②研修やボランティア活動、レポート作成などに要した時間分

の残業代を支払うこと③賃金から渡辺氏の著書などの購入代金として控除した金銭を支払うこと④未

払い残業代と控除分の金銭をそれぞれ該当する他の社員にも支払うこと⑤遺族に損害賠償金として１

億３３６５万円を支払うこと⑥３６協定の内容については、過重労働を防止するため、更新時に、現行

の時間外労働時間に関する規定を低減するように努めること――などが含まれています。 

また、東部労組は執行委員会名の声

明を発表しました。 

森さんの命が戻るわけでは決して

ありませんが、２００８年６月の過労

死以降、遺族と支援者らが闘ってきた

ワタミ過労死問題は勝利解決したと

考えています。ご支援いただいた皆さ

んには心から感謝を申し上げます。 

これからも東部労組は過労死をな

くす闘いの先頭に立つ決意です。すべ

ての職場に労働組合をつくり、長時間

労働・過重労働を撲滅しましょう！ 

 

機関紙「東部労働者」（２０１５年

１２月号）より転載 

ワタミ過労死裁判が和解成立！ 

ワタミと渡辺美樹参院議員らが法的責任認める！ 

ご支援いただいた皆さんに心から感謝申し上げます！ 

和解成立後、遺族と弁護団、東部労組役員は厚生労働省で記者会見しました。会見室には森美菜さん

の遺影が置かれました。 

父親の豪さんは「今までともに闘ってくれた皆さんに厚く御礼を申し上げたい。これまで渡辺美樹は

今回の過労死をきっかけとする社会的批判を『風評被害』と発言していた。まるで根拠のないでっち上

げを私たちが言っているかのような態度で、これに私たちは一番腹が立った。だからワタミの言うこと

は簡単に信じない。本当に和解条項を実行してもらいたい。労働組合に入って活動することでお金だけ

ではない解決ができて良かった。今回の和解が今後、過労死の撲滅や過重労働に苦しんでいる人たちに

良い影響があることを望んでいる」と話しました。 

母親の祐子さんは「娘が亡くなる８年前に時を戻してほしい。ワタミに入社するのを止めるべきだっ

たと後悔している。娘を生きているうちに助けてやれなかった後悔は死ぬまで続く。今日の裁判所で渡

辺美樹が娘の墓参りを希望していたが、絶対に来てほしくない。謝罪の気持ちがあるなら、今後そうい

う生き方をしていってもらいたい」と話しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワタミが過労死責任を全面的に認める 

 

 

 

 

 

 

 

戻せるなら時を８年前に戻してほしい 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「加重労働に苦しんでいる人たちの助けになってほしい」 

和解後の記者会見で想いを語るご両親 
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 札幌恵友会は、札幌市内

と神恵内村の約１０箇所

で特養ホームやケアハウ

スなどを運営する社会福

祉法人（職員約５００名）

です。この法人は、社会福

祉法に反する不適切な運

営をしていたとして、過去

３回も道庁から行政処分

（改善命令）を受けていま

すが、現経営陣はまったく

意に介さず、開き直ってい

ます。３回目の処分では

「繰り返しの指導に反し、

社会福祉法人の会計から

ゴルフ代を支出したこと」

や「私的にタクシーチケッ

トを使用したこと」など、

他の社会福祉法人では考

えられない非常識な内容

が含まれています。 

 

 

北海道庁は、管轄する社会福祉法人に対し、過去４回改善命令を出していますが、そのうち３回が恵

友会に対する処分です。いくら指導しても懲りない法人に対し、道庁や札幌市は手を焼いていました。 

恵友会で改革の狼煙
の ろ し

 
 

そのような中、危機感を

抱いた職員有志が、法人の

改革を真剣に考え始めまし

た。そこで、過去にいくつ

かの社会福祉法人で経営陣

の不正を追及し、理事長を

退陣させた実績がある札幌

地域労組に注目し、相談し

てみたのです。 

何度かの準備会を重ね、

１１月４日に札幌地域労組

恵友会支部（７０名）を結

成し、さらに３名の施設長

を含む管理職が１１月２３

日に札幌管理職ユニオン恵

友会支部（９名）を結成、

組合側に合流しました。 

管理職有志はこの数年、

法人の不適切運営を改革し

ようと努力してきましたが 

 

次頁へ 

 

組合結成（弁当はカツ丼だ！）２０１５年１１月４日 於）南円山会館にて 

勤労感謝の日に起ち上がった恵友会の管理職 

 ２０１５年１１月２３日 於）地域労組書記局にて 



（４）２０１６年１月１日       キックオフ第１５０号 

法人側はことごとく彼らを弾圧し、そのことは管理職ユニオン結成への起爆剤となりました。 

結成通知の後、法人本部のある特養ホーム新川エバーライフで、２回の団体交渉が開催されました

が、恵友会支部の組合員の力に施設長ら管理職が加わった団体交渉は迫力満点でした。道庁からの改

善命令を、法人側が誠実に履行していない事実を指摘し、過去に施設長らが法人に対し改善命令や行

政指導について説明を求めたことについて、専務理事が「上の言うことには黙って従え」と一蹴した

事実について厳しく追及しました。また、法人が一方的に通勤手当を引き下げた件については、組合

が就業規則変更の手続きを経ていない事実を指摘し、これを撤回させることに成功しました。 

法人の正常化を目指したこの闘いは、まだまだ始まったばかり、皆さんの応援をよろしくお願いし

ます。（一） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

恒例の団結ガンバロー  

第１回団体交渉を終えて ２０１５年１１月２６日 於）特養・新川エバーライフにて 

第７０回定期大会後の交流パーティーで執行部挨拶 2015.11.28 自治労会館 ５面参照 
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第７０回定期大会開催される！ 
 

 第７０回定期大会が１１月２８日（土）午

後１時から自治労会館４階にて開催されま

した。大会には約１００名の代議員と傍聴者

が参加し、２０１５年度の活動総括と決算、

２０１６年度の活動方針と予算が承認・可決

されました。来賓の川村俊紀弁護士から、「札

幌地域労組は厳しい状況の中で労働者のた

めに大きな成果を上げている。これから、労

働法制の規制緩和により解雇の金銭解決制

度の導入や裁量労働制の対象拡大・残業代を

払わないで働かせようという“みなし”裁量

労働制度を広げようとし、益々労働者にとっ

て不利益な状況がつくられていこうとして

いる。そのような中で、労働運動が本当に労

働者の権利を守っていくよう、おおいに闘っ

て頂きたい」と、激励の挨拶を頂きました。 

 交流会では新しい仲間の紹介や田井自動

車の近況報告もあり、現在消防自動車のトッ

プシェアを誇る株式会社モリタホールディ

ングスの傘下となり、固定残業代も廃止され

正常化に向かっています。（晋） 

 

 

すべての議事を満場一致で採択した  

中央清掃支部 

沼田代議員より発言 

大友恵愛園支部 

伊藤代議員より発言 

活動方針 大島書記長  

主催挨拶 柿本委員長  

経過報告 鈴木副委員長   

公清企業支部 

平井代議員より発言 来賓 川村弁護士  

議長 大井代議員 

（公清企業支部書記長） 
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【編集後記】 

 先日、北海学園大学教授、川村雅則先生の共著、「日本の保育労働者」の出版記念トークライ

ブに、現場からの声として、報告させて頂きました。初めての体験で緊張しましたが、保育園の

様子、起きていることなどを知って貰えるよう、自分なりにお話しました。 

この本を通して、子どもたちにとって、より良い保育環境となるよう、本当の意味での処遇改

善を、国には考えて欲しいと願います。(ち) 

☆新年団結パーティー 

日 時 １月１５日（金）１８：３０～ 

場 所 センチュリーロイヤルＨ ３階 

☆ヘイトスピーチを問う市民集会 

 日 時 １月１７日（日）13：00～17：00 

 場 所 自治労会館３階 中ホール 

☆ライラックユニオン意見交換会＆懇親会 

日 時 １月２２日（金）１８：３０～ 

場 所 自治労会館３階 書記局 

 

 

☆労働者の権利講座 

日 時 ２月２日（火）１８：３０～ 

場 所 自治労会館３階 役員会議室 

講 師 川村俊紀弁護士 

 内容 「日米安保条約について」（予定） 

☆春闘時学習交流会 

 日 時 ３月５日（土）１３：００～ 

 場 所 自治労会館４階 第４会議室 

 

【 告 知 板 】 

 

 

－ 職 場 訪 問 － 札幌地域労組公清企業支部 

先日、我が公清企業支部も３６回目の定期大会を無事終了しました。これも歴代の執行部と諸

先輩の方々、組合員の力強い団結の結果です。 

さて、企業の歴史や公清企業支部の歴史について少々過去を振り返り、紹介させて頂きます。 

まず、私達の職場である「協業組合公清企業」は、現在４０５名の従業員がおり、塵芥部・工

事部・し尿・道路清掃・環境測定分析所・産業廃棄物処理等の清掃事業を幅広く行っております。 

企業設立は、１９５７年です。そして、その２４年後の１９８１年２月に公清企業支部が結成

されました。結成時に企業側へ提出した通知には、「当組合の姿勢としては、近代的労使関係の

確立には、労働組合が必要不可欠であり、事実、企業倒産の現状を見ても労働組合が存在しない

ケースがほとんど！このことから労働組合が企業の健全な発展に寄与しているものと確信して

おります！」などと記載されています。この通知書が今も尚、労使双方で重視され、現在でも活

かされております。 

また、当時の機関紙を見ると、職場への不満・怒りが、熱く労使交渉に反映されている様子が

記事から伝わってきます。全ての従業員を組合に加入させるぞ！という勢いを感じました！ 

闘いの歴史を振り返ると、何年も幾度となく執行委員会も行われて、要求・交渉を重ねて「時

代」を築き上げて来た歴史ある公清支部の結晶を、我々が更に磨き上げて行かなければと感じま

した。 

我が公清支部の組合員は、ここ数年間で定年退職者の増加を受け減って行く逆風のなか組合員 

 の団結で、新入組合

員の獲得に成功し、

１３０名まで拡大

（復活）しました。 

これからも歴史

ある団結の火を絶

やさずに、若手に伝

えて行きます。 

私たちは今後も

横の繋がりも大事

にして行きたいで

す。共に頑張りまし

ょう。 （副支部長 

福田智成） 
第３６回定期大会 公清企業本社 2015.11.20 

（詳細は文書でお知らせします） 
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